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25 年度 
決算の報告

問い合わせ　財務課（℡  892・0121）

　

25
年
度
の
一
般
会
計
決
算
は
、

歳
入
総
額
が
２
６
１
億
１
０
０
８

万
円
、
歳
出
総
額
が
２
５
６
億
３

４
９
０
万
６
千
円
と
な
り
、
差
し

引
き
４
億
７
５
１
７
万
４
千
円
の

プ
ラ
ス
収
支
と
な
り
ま
し
た
。
こ

こ
か
ら
、
翌
年
度
に
繰
り
越
す
財

源
１
億
７
９
４
０
万
３
千
円
を
引

い
た
実
質
収
支
額
は
２
億
９
５
７

７
万
１
千
円
と
な
り
、
25
年
度
も

24
年
度
に
引
き
続
き
、
収
支
が
黒

字
に
な
り
ま
し
た
。

■
歳
出

　

総
務
費
が
、
第
三
セ
ク
タ
ー
等

改
革
推
進
債
に
よ
る
土
地
開
発
公

社
の
債
務
保
証
な
ど
に
よ
り
21
億

７
６
９
９
万
９
千
円
、
75
・
２
％

の
増
、
消
防
費
も
、
防
災
行
政
無

線
と
消
防
救
急
デ
ジ
タ
ル
無
線
の

整
備
な
ど
に
よ
り
３
億
１
１
５
３

万
１
千
円
、
45
・
９
％
の
増
、
教

育
費
も
、
新
学
校
給
食
セ
ン
タ
ー

の
整
備
が
開
始
さ
れ
た
こ
と
な
ど

に
よ
り
９
億
８
２
１
９
万
８
千

円
、
46
・
２
％
の
増
、
そ
し
て
24

年
度
に
引
き
続
き
、
夏
の
大
雨
に

よ
る
被
害
が
出
た
こ
と
か
ら
災
害

復
旧
費
も
１
３
８
４
万
４
千
円
、

15
・
６
％
の
増
額
と
な
り
ま
し
た
。

▽ 
防
災
行
政
無
線
整
備
事
業
＝
２

億
５
９
２
万
６
千
円

■
歳
入

　

市
債
の
う
ち
24
年
度
は
４
億
８

５
５
０
万
６
千
円
、
25
年
度
は
10

億
１
５
３
７
万
２
千
円
が
借
換
債

と
な
っ
て
お
り
、
そ
れ
ぞ
れ
当
該

年
度
の
歳
出
に
同
額
が
計
上
さ
れ

て
い
ま
す
。
借
換
債
の
影
響
を
除

け
ば
、
25
年
度
の
市
債
は
24
億
４

２
０
１
万
６
千
円
の
増
額
と
な
っ

て
い
ま
す
。

　

こ
の
大
幅
な
増
額
の
主
な
要
因

は
、
土
地
開
発
公
社
の
健
全
化
の

た
め
、
府
に
よ
る
貸
し
付
け
を
７

億
円
、
第
三
セ
ク
タ
ー
等
改
革
推

進
債
を
15
億
９
６
０
０
万
円
発
行

し
た
こ
と
に
加
え
、給
食
セ
ン
タ
ー

整
備
事
業
債
の
６
億
３
１
１
０
万

円
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　　

財
産
収
入
は
、
24
年
度
に
天
の

川
清
掃
工
場
跡
地
を
売
却
し
た
こ

と
な
ど
で
多
額
の
収
入
が
あ
り
ま

し
た
が
、
そ
の
反
動
に
よ
り
25
年

度
は
３
億
１
５
０
８
万
９
千
円
の

減
額
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　

市
税
に
お
い
て
は
、
市
民
税
が

若
干
減
額
と
な
っ
た
も
の
の
、
他

の
税
目
で
増
加
し
た
た
め
、
市
税

総
額
で
２
８
５
０
万
５
千
円
の
増

額
と
な
り
ま
し
た
。

市 

税
総
額　

92
億
９
４
８
０
万
９

千
円

▽ 

市
民
税
＝
47
億
３
０
４
万
６
千

円
▽ 

固
定
資
産
税
＝
33
億
６
３
１
７

万
５
千
円

▽ 

軽
自
動
車
税
＝
８
３
１
１
万
３

千
円

▽ 

た
ば
こ
税
＝
４
億
７
６
９
万
６

千
円

▽ 

都
市
計
画
税
＝
７
億
３
７
７
７

万
９
千
円

■
一
般
会
計
決
算
の
ま
と
め

　

25
年
度
は
、
景
気
の
回
復
に

よ
り
市
税
が
若
干
増
加
し
た
こ
と

や
、
国
か
ら
の
交
付
金
が
伸
び
た

こ
と
な
ど
に
よ
り
、
黒
字
会
計
と

な
り
ま
し
た
。
し
か
し
、
高
齢
化

に
よ
る
年
金
生
活
者
の
増
加
な
ど

で
今
後
の
収
入
は
、
引
き
続
き
厳

し
く
な
る
こ
と
が
見
込
ま
れ
ま
す
。

　

ま
た
、
歳
出
で
も
25
年
度
に
土

地
開
発
公
社
の
健
全
化
の
た
め
、

多
額
の
歳
出
を
行
い
ま
し
た
が
、

依
然
と
し
て
土
地
開
発
公
社
が
多

く
の
負
債
を
抱
え
て
い
る
状
況
で

す
。
そ
れ
に
加
え
、
新
学
校
給
食

セ
ン
タ
ー
の
整
備
や
ご
み
処
理
場

の
整
備
、
そ
の
他
施
設
の
老
朽
化

な
ど
、
非
常
に
多
く
の
問
題
が
山

積
し
て
お
り
、
厳
し
い
状
況
が
続

く
こ
と
が
予
測
さ
れ
ま
す
。

　

今
後
も
健
全
な
財
政
運
営
を
継

続
す
る
た
め
に
、
さ
ら
な
る
歳
入

の
確
保
を
目
ざ
し
、
無
駄
な
歳
出

を
削
減
す
る
よ
う
な
施
策
を
進
め

て
い
き
ま
す
。

市政のうごき市政のうごき 市政のうごき市政のうごき

会計名 歳入総額 歳出総額 繰越財源 実質収支

一般会計 26,110,080 25,634,906 179,403 295,771

国民健康保険特別会計 8,056,888 7,954,039 ー 102,849

下水道事業特別会計 1,492,283 1,482,913 19,380 △ 10,010

介護保険特別会計 4,675,463 4,662,184 ー 13,279

公共用地先行取得事業特別会計 239,488 239,488 ー 0

後期高齢者医療特別会計 992,453 941,620 ー 50,833

合　計 41,566,655 40,915,150 198,783 452,722

▷ 国民健康保険特別会計＝ 1億 284 万 9千円の黒字決算となりました。25年度末の国民健康保険被保
険者数は、19,159 人（1.1％増）で世帯数は 11,013 世帯（0.2％減）です。療養諸費の 1人当たりの費
用額は、一般被保険者で 33万 5,377 円（5.5％増）でした。

▷ 下水道事業特別会計＝ 1,001 万円の赤字決算となりました。25 年度末の下水道人口普及率は、
94.5％（0.4％増）、水洗化率は 98.2％（0.1％増）となっています。
▷ 介護保険特別会計＝ 1,327 万 9 千円の黒字決算となりました。25 年度
末の 65 歳以上人口は、1万 9,310 人で 24 年度から 870 人の増加とな
りました。それに伴い、歳出総額も 2億 2,836 万円、6.5％の増加となっ
ています。
▷ 後期高齢者医療特別会計＝ 5,083 万 3千円の黒字決算となりました。25
年度末の被保険者は 7,928 人で、24年度より 393人、5.2％の増加となっ
ています。保険料の収納率は、99.5％です。

※下表の単位は千円

※グラフ中〈　〉内は前年度比

市税市税
92 億 9,480 万 9 千円92 億 9,480 万 9 千円

〈100.3％〉〈100.3％〉

歳入 歳出

地方交付税地方交付税
34 億 1,903 万 8 千円34 億 1,903 万 8 千円

〈97.8％〉〈97.8％〉

国庫支出金国庫支出金
31 億 4,023 万 7 千円31 億 4,023 万 7 千円

〈97.7％〉〈97.7％〉

市債市債
57 億 6,182 万 4 千円57 億 6,182 万 4 千円

〈206.5％〉〈206.5％〉

総務費総務費
50 億 7,377 万 2 千円50 億 7,377 万 2 千円

〈175.2％〉〈175.2％〉

民生費民生費
86 億 4,135 万 8 千円86 億 4,135 万 8 千円

〈102.0％〉〈102.0％〉

教育費教育費
31 億 847 万 3千円31 億 847 万 3千円
〈146.2％〉〈146.2％〉

公債費公債費
42 億 8,017 万 7 千円42 億 8,017 万 7 千円

〈111.5％〉〈111.5％〉

※ 公債費のうち、24
年度は 4 億 8,550
万 6千円、25年度
は 10 億 1,537 万
2 千円が借換債と
なっており、それぞ
れの年度の歳入に
同額が計上されて
います。

その他その他
8億 5,051 万円8億 5,051 万円
〈106.8％〉〈106.8％〉

地方譲与税・各種交付税地方譲与税・各種交付税
11 億 8,814 万 5 千円11 億 8,814 万 5 千円
〈109.7％〉〈109.7％〉

分担金及び負担金分担金及び負担金
2億 9,891 万 5千円2億 9,891 万 5千円
〈100.0％〉〈100.0％〉

使用料及び手数料使用料及び手数料
3億 3,442 万 8千円3億 3,442 万 8千円
〈100.7％〉〈100.7％〉

府支出金府支出金
14 億 1,318 万 4 千円14 億 1,318 万 4 千円
〈101.0％〉〈101.0％〉

財産収入財産収入
3億 9,862 万 2 千円3億 9,862 万 2 千円
〈55.9％〉〈55.9％〉

繰入金繰入金
1,036 万 8 千円1,036 万 8 千円
〈111.6％〉〈111.6％〉

その他その他
6億 2,141 万 8 千円6億 2,141 万 8 千円

〈110.0％〉〈110.0％〉

災害復旧費災害復旧費
1億 282 万 7千円1億 282 万 7千円

〈115.6％〉〈115.6％〉

消防費消防費
9億 9,070 万円9億 9,070 万円
〈145.9％〉〈145.9％〉

土木費土木費
11億 919 万 8千円11億 919 万 8千円

〈42.4％〉〈42.4％〉

衛生費衛生費
17億 698 万 3千円17億 698 万 3千円

〈100.1％〉〈100.1％〉

25 年度各会計決算額 一般会計内訳

防災行政無線親局

新給食センター完成図
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　25 年度の事業としては、新たな公有地の取得
はなく、保有している公有地の管理・処分・暫定
活用を行いました。
　公有地の処分については、（仮称）市立新学校給
食センター新設事業および、これに伴う水路付替
工事用地他 7事業用地、面積 11,879.32 平方㍍
を 18億 9,812 万 8,155 円で市に売却しました。
　また、本年度は市が発行する第三セクター等改
革推進債を活用され、公社の債務額の一部であ
る 16 億 303 万 4,000 円の代位弁済を受け、そ
の代わり公社保有地の一部を代物弁済として、都
市計画道路天の川磐船線用地他 5事業用地、面積
7,072.38 平方㍍を帳簿価額 16億 303 万 4,000
円相当額で市に引き渡しました。
　これにより、本年度末の公社保有地の面積
は、一部地積更正登記などを行ったことも含め
81,075.69 平方㍍となり、その保有額は 145 億
5,533 万 3,374 円となりました。

　なお、本年度の損益は、市の土地開発公社経営健
全化計画（第三次）以上の買い戻しにより、4,955
万 8,787円の当期純利益を計上することができ、
前期繰越準備金7億 353万 80円と合わせて、準
備金は7億 5,308万 8,867円となりました。
　その他、公社保有地の暫定活用については、民
間などへの有償貸付・無償貸付を合わせて 31か
所ありました。そのうち、20か所の有償貸付分
により、1,614万9,072円の賃貸収入を得ました。
　今後も、保有している公有地の管理・処分・暫
定活用などの業務に努めるとともに、管理経費の
節減、金融機関との低利率交渉による支払利息の
節減に努めます。また、経営健全化計画以上の買
い戻しを市に要望し、公社の健全化を推進します。

◆借入金の状況
期　間 借入額 利率（％）
長　期 140億 3,700 万円 1.25 ～ 1.35

                                                        貸 借 対 照 表                                          （単位：円）
資産の部 負債の部

科目（款・項） 金額 科目（款・項） 金額
流動資産 14,798,133,58014,798,133,580 流動負債 3,233,0553,233,055
　現金及び預金 242,800,206 　預り金 2,054,995
   公有用地 11,465,729,501    前受け金 1,150,500
　代替地 3,089,603,873 　未払金 27,560
有形固定資産　 188,342188,342 固定負債 14,037,000,00014,037,000,000
   車両その他運搬具 85,827 　長期借入金 14,037,000,000
　その他 102,515 負債の部合計 14,040,233,05514,040,233,055
　 資本の部

資本金 5,000,0005,000,000
　基本財産 5,000,000
準備金 753,088,867753,088,867
　前期繰越準備金 703,530,080
　当期純利益 49,558,787
資本の部合計 758,088,867758,088,867

合　計 14,798,321,92214,798,321,922 合　計 14,798,321,92214,798,321,922

                                                        損 益 計 算 書                                         （単位：円）
費用の部 収益の部

科目（款・項） 金額 科目（款・項） 金額
事業原価 1,858,989,1321,858,989,132 事業収益 1,898,128,1551,898,128,155
　公有地取得事業原価 1,858,989,132 　公有地取得事業収益 1,898,128,155
販売費及び一般管理費 5,712,6145,712,614 事業外収益 16,275,69716,275,697
　販売費及び一般管理費 5,712,614 　受取利息 126,625
事業外費用 143,319143,319 　雑収益 16,149,072
　支払利息 143,319
当期純利益 49,558,78749,558,787
合　計 1,914,403,8521,914,403,852 合　計 1,914,403,8521,914,403,852

25 年度　交野市土地開発公社の決算
問い合わせ　土地開発公社（℡  892・0121）

市政のうごき市政のうごき 市政のうごき市政のうごき

用語説明
交野市 国の基準

25年度 24年度 早期健全化基準 財政再生基準

実質赤字比率

　まちづくり・福祉・教育などを行う
地方公共団体の一般会計などの赤字の
程度を指標化し、財政運営の深刻度を示
すもの

赤字なし赤字なし 12.84％ 20.0％

連結実質赤字比率
　すべての会計の赤字・黒字を合算し、
赤字の程度を指標化して全体としての
運営の深刻度を示すもの

赤字なし赤字なし 17.84％ 30.0％

実質公債費比率
　借入金の返済額およびこれに準ずる
額の大きさを指標化し、資金繰りの危険
度を示すもの

13.7％ 15.5％ 25.0％ 35.0％

将来負担比率

　一般会計などの借入金（地方債）や将
来支払う可能性のある負担などを、現時
点での残高程度を指標化し、将来財政を
圧迫する可能性を示すもの

210.1％ 232.7％ 350.0％ 基準なし

資金不足
比率

水道事業 　公営企業ごとの事業規模に対する資
金不足額の比率

不足なし不足なし 20.0％
基準なし

下水道事業 不足なし不足なし 20.0％

　上表の比率は、地方公共団体の健全性を示すために、「地方公共団体の財政の健全化に関する法律」に基づ
き、19年度決算から算定しています。20年度決算からは、これらの比率が基準を超えると財政健全化計
画または財政再生計画を策定し、改善に向けて早急に取り組む必要があります。
　本市ではすべての比率が早期健全化基準を下回っています。24年度と比べて、将来負担比率は土地開発
公社の債務残高の減少などにより 22.6％、実質公債費比率は 1.8％改善しています。しかし、将来負担比率
は全国的に見ても非常に高い数値であり、財政状況が厳しいことには変わりありません。今後も基準を下回
るよう、さらなる健全化に努めます。

　25年度は土地開発公社の健全化推進を行うた
め、第三セクター等改革推進債および府の貸付制
度利用により、一時的に市債残高は増加していま
す。しかし、実質的には市の借金である土地開発
公社の残高は、24年度より 35億 9,576 万 6千
円減少し、債務残額140億4,023万3千円となっ
ており、財政の健全化を積極的に推進しています。 

市債残高の総額
384 億 2,484 万 1 千円

※水道、土地開発公社分を除きます。

一般会計債

市債
内訳

一般会計債一般会計債
280 億 2,729 万 8 千円280 億 2,729 万 8 千円

下水道事業債下水道事業債
68 億 2,924 万 6 千円68 億 2,924 万 6 千円

公共用地先行取得事業会計債
35 億 6,829 万 7 千円

基金残高の総額
48 億 3,066 万 6 千円

　ここ数年は市の財政が黒字決算を計上している
ため、積極的に基金の積み立てを行うことにより、
将来的な財政支出に備えています。25年度末の
残高は 4億 9,266 万 3千円増加しました。
▷23年度基金残高の総額＝34億1,184万 2千円
▷24年度基金残高の総額＝43億 3,800万 3千円

基金
内訳

財政調整基金財政調整基金
24 億 5,403 万 1 千円24 億 5,403 万 1 千円

減債基金
6億 4,699 万 2 千円

その他特定目的基金その他特定目的基金
17 億 2,964 万 3 千円17 億 2,964 万 3 千円

市債 基金（貯金）

25年度健全化判断比率
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所得税の申告

問い合わせ　枚方税務署
（℡  844・9521）

■
枚
方
税
務
署
で
の
申
告

　

26
年
分
の
所
得
税
の
確
定
申
告

に
係
る
申
告
・
相
談
を
次
の
と
お

り
行
い
ま
す
。

と 　

き　

２
月
16
日
（
月
）
〜
３

月
16
日
（
月
）〈
土
・
日
曜
日
を

除
く
〉

※ 

２
月
22
日
（
日
）・
３
月
１
日

（
日
）は
開
庁
し
ま
す
。

と 

こ
ろ　

枚
方
税
務
署
（
枚
方
市

大
垣
内
町
２

－

９

－

９
）

※ 

還
付
申
告
と
な
る
人
は
、
２
月

13
日
以
前
で
も
申
告
書
を
提
出

で
き
ま
す
。

※ 

確
定
申
告
期
間
中
は
、
混
雑
が

予
想
さ
れ
ま
す
。混
雑
状
況
に

よ
っ
て
は
、
申
告
相
談
の
受
け

付
け
を
午
後
４
時
ご
ろ
に
終
了

す
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。ま
た
、

３
月
９
日
（
月
）
〜
16
日
（
月
）

は
大
変
混
雑
が
予
想
さ
れ
ま
す

の
で
、
で
き
る
だ
け
早
め
に
お

越
し
く
だ
さ
い
。

※ 

申
告
書
は
、
郵
便
や
信
書
便
に

よ
る
送
付
、
税
務
署
の
時
間
外

収
受
箱
へ
の
投
函
で
も
提
出
可

■ 

交
野
市
で
の
申
告
会
場
〈
２
月

23
日
ま
で
で
す
〉

と 　

き　

２
月
４
日
（
水
）
〜
23

日（
月
）

時 　

間　

午
前
９
時
30
分
〜
正

午
、
午
後
１
時
〜
４
時
（
受
付

終
了
時
間
は
、３
時
30
分
）〈
土
・

日
曜
日
、祝
日
を
除
く
〉

※ 

会
場
の
混
雑
状
況
に
よ
り
、
早

め
に
受
け
付
け
を
打
ち
切
る
場

合
が
あ
り
ま
す
。

と 

こ
ろ　

市
役
所
別
館
３
階　

会

議
室

お
願
い

▽ 

不
動
産
や
株
式
な
ど
の
譲
渡
所

得
・
贈
与
税
の
申
告
相
談
は

行
っ
て
い
ま
せ
ん
。税
務
署
を

ご
利
用
く
だ
さ
い
。

▽ 

昨
年
、
パ
ソ
コ
ン
で
電
子
申
告

を
し
た
人
に
は
、
利
用
者
識
別

番
号
が
付
与
さ
れ
て
い
ま
す
の

で
、
ご
来
場
の
際
は
、
識
別
番

号
が
記
載
さ
れ
た
も
の
を
お
持

ち
く
だ
さ
い
。

■ 

復
興
特
別
所
得
税
の
記
載
漏
れ

に
つ
い
て

　

平
成
25
〜
49
年
分
ま
で
、
復
興

特
別
所
得
税
（
原
則
と
し
て
各
年

分
の
所
得
税
額
の
2.1
％
）
を
所
得

税
と
併
せ
て
、
申
告
・
納
付
す
る

こ
と
と
さ
れ
て
い
ま
す
。そ
の
た

め
、
申
告
書
の
作
成
に
当
た
っ
て

は「
復
興
特
別
所
得
税
額
」欄
、「
所

得
税
及
び
復
興
特
別
所
得
税
の

額
」
欄
の
記
載
漏
れ
が
な
い
よ
う

に
、ご
注
意
く
だ
さ
い
。

※ 

国
税
庁
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
（http: 

//w
w
w
.nta.go.jp

）

■ 

消
費
税
課
税
事
業
者
の
み
な
さ

ん
へ

　

26
年
４
月
１
日
か
ら
消
費
税

（
地
方
消
費
税
を
含
む
）の
税
率
が

８
％
に
引
き
上
げ
ら
れ
ま
し
た
。

　

26
年
４
月
１
日
を
含
む
課
税
期

間
の
消
費
税
お
よ
び
地
方
消
費
税

の
確
定
申
告
書
の
作
成
に
当
た
っ

て
は
、帳
簿
な
ど
に
お
い
て
、課
税

取
引
を
適
用
さ
れ
る
新
・
旧
税
率

ご
と
に
区
分
し
、
適
用
税
率
ご
と

に
計
算
す
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。

▽ 

税
率
５
％
＝
平
成
９
年
４
月
１

日
〜
26
年
３
月
31
日
ま
で
の
取

引
▽ 

税
率
８
％
＝
平
成
26
年
４
月
１

日
以
後
の
取
引

※ 

新
税
率
８
％
の
内
訳
は
、
消
費

税
6.3
％
、地
方
消
費
税
1.7
％

※ 

26
年
４
月
１
日
以
後
に
行
わ
れ

る
取
引
で
あ
っ
て
も
、
経
過
措

置
に
よ
り
旧
税
率
が
適
用
さ
れ

る
場
合
が
あ
り
ま
す
。詳
し
く

は
、
国
税
庁
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

を
参
照
し
て
く
だ
さ
い
。

■ 

税
務
署
員
を
装
っ
た
不
審
な
電

話
に
ご
注
意
く
だ
さ
い

　

国
税
局
や
税
務
署
の
職
員
を
名

乗
る
人
が
、ア
ン
ケ
ー
ト
の
協
力
依

頼
や
年
金
の
受
給
状
況
の
調
査
と

称
し
て
、個
人
情
報
を
聞
き
出
そ
う

と
す
る
事
例
が
発
生
し
て
い
ま
す
。

不
審
な
点
が
あ
る
と
き
は
、枚
方
税

務
署
に
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

　

27
年
度
、
市
・
府
民
税
の
申
告

（
26
年
中
の
所
得
に
基
づ
く
申
告
）

を
、次
の
と
お
り
行
い
ま
す
。

と 　

き　

２
月
４
日(

水)

〜
３

月
16
日
（
月
）〈
土
・
日
曜
日
・

祝
日
を
除
く
〉

時 　

間　

午
前
９
時
30
分
〜
正

午
、午
後
1
時
〜
４
時

と 

こ
ろ　

市
役
所
別
館
3
階　

会

議
室

※ 

郵
送
で
の
申
告
も
受
け
付
け
ま

す
。（
郵
送
先
：
〒
５
７
６

－

８
５
０
１
〈
住
所
記
入
不
要
〉

税
務
室
市
民
税
係
）

申 
告
に
必
要
な
も
の　

①
市
・
府

民
税
申
告
書
（
申
告
会
場
で
も

配
布
）
②
印
鑑
③
給
与
や
公
的

年
金
の
源
泉
徴
収
票
（
原
本
を

提
出
）、
収
入
金
額
や
必
要
経

費
が
分
か
る
明
細
書
な
ど
④
生

命
保
険
料
や
地
震
保
険
料
の
支

払
額
の
証
明
書
、
社
会
保
険
料

（
国
民
年
金
保
険
料
）
控
除
証

明
書
な
ど

※ 

所
得
税
の
確
定
申
告
を
し
た
人

は
、
市
・
府
民
税
の
申
告
を
す

る
必
要
は
あ
り
ま
せ
ん
。

※ 

市
・
府
民
税
申
告
は
、
証
明
書

の
発
行
資
料
や
国
民
健
康
保
険

の
算
定
資
料
な
ど
に
も
な
り
ま

す
。
26
年
中
に
課
税
さ
れ
る
所

得
が
な
か
っ
た
人
で
も
必
要
な

場
合
は
、申
告
し
て
く
だ
さ
い
。

問 

い
合
わ
せ　

税
務
室
市
民
税
係

（
℡  
８
９
２
・
０
１
２
１
）

　毎年、確定申告の時期は市役所
駐車場や周辺道路が大変混雑しま
す。渋滞なども予想されますので、
徒歩や自転車、公共交通機関をご
利用の上、お越しください。
　ご迷惑をおかけしますが、ご理
解とご協力をお願いします。

確定申告は徒歩・自転車で
お越しください

市
・
府
民
税
の
申
告

『
税
に
つ
い
て
』　

交
野
市
立
第
二
中
学
校　

　

３
年
生　

森
本
弥
有
里

　

私
が
「
税
」
と
聞
い
て
一

番
に
思
い
浮
か
ぶ
の
は
「
消

費
税
」
で
す
。今
年
の
四
月

に
増
税
が
行
わ
れ
て
か
ら

は
、さ
ら
に
頻
繁
に「
税
」と

い
う
言
葉
を
耳
に
す
る
よ

う
に
な
り
ま
し
た
。

　

税
が
何
の
た
め
に
存
在

し
て
い
る
の
か
。こ
れ
が
私

の
疑
問
で
し
た
。何
か
を
購

入
し
た
り
所
有
し
て
い
る

だ
け
で
か
か
る
お
金
、
そ
れ

ぐ
ら
い
に
し
か
思
っ
て
い

ま
せ
ん
で
し
た
。
し
か
し
、

勉
強
し
た
り
調
べ
た
り
し

て
い
る
う
ち
に
、
税
の
役
割

が
わ
か
る
よ
う
に
な
り
、
海

外
で
は
ど
う
な
っ
て
い
る

の
か
興
味
を
持
つ
よ
う
に

な
り
ま
し
た
。

　

年
金
を
は
じ
め
税
金
は
、

納
め
な
け
れ
ば
い
け
な
い

も
の
で
す
。な
ぜ
な
ら
、
税

を
納
め
る
こ
と
が
国
民
に

課
せ
ら
れ
た
義
務
だ
か
ら

で
す
。
納
め
ら
れ
た
税
は
、

公
共
施
設
の
提
供
や
、
福
祉

な
ど
に
使
わ
れ
て
い
ま
す
。

　

日
本
で
は
、
高
齢
化
問
題

が
取
り
上
げ
ら
れ
る
よ
う

に
な
っ
て
久
し
い
。老
老
介

護
な
ど
の
ニ
ュ
ー
ス
も
よ

く
見
か
け
る
よ
う
に
な
り

ま
し
た
。現
時
点
で
四
人
に

一
人
が
六
十
五
歳
以
上
人

口
と
な
っ
て
い
る
日
本
に

と
っ
て
福
祉
の
充
実
が
喫

緊
の
課
題
だ
と
思
い
ま
す
。

　

高
齢
化
が
進
み
、
社
会
保

障
に
か
か
る
費
用
が
年
々

増
え
て
い
る
た
め
に
、
増
税

せ
ざ
る
を
得
な
く
な
っ
た
。

増
税
に
よ
り
８
％
に
引
き

上
げ
ら
れ
た
消
費
税
に
つ

い
て
は
、
賛
否
両
論
あ
り
ま

す
が
、
増
税
し
た
と
言
え
ど

世
界
的
に
見
れ
ば
日
本
は

消
費
税
が
低
い
国
で
す
。

　

ヨ
ー
ロ
ッ
パ
諸
国
で

は
、
消
費
税
が
20
％
前
後
と

な
っ
て
い
て
、
高
い
と
思
っ

て
し
ま
い
ま
す
。
し
か
し
、

こ
れ
ら
の
国
々
は
福
祉
が

と
て
も
充
実
し
て
い
ま
す
。

医
療
費
が
全
額
無
料
だ
っ

た
り
と
、
老
後
だ
け
で
な

く
、
老
後
に
至
る
ま
で
の
全

て
の
生
活
が
保
障
さ
れ
て

い
る
の
で
す
。

　

例
え
ば
ス
ウ
ェ
ー
デ
ン

だ
と
、
交
通
費
と
書
籍
な
ど

で
は
税
率
が
違
い
ま
す
。生

活
必
需
品
や
教
養
を
身
に

つ
け
る
の
に
必
要
な
物
な

ど
は
税
率
が
優
遇
さ
れ
て

い
る
な
ど
、
全
て
の
物
が

20
％
以
上
と
い
う
訳
で
は

あ
り
ま
せ
ん
。

　

日
本
は
段
階
を
踏
ん
で
、

消
費
税
を
引
き
上
げ
る
計

画
を
実
行
し
て
い
ま
す
。現

在
の
８
％
か
ら
10
％
へ
。増

税
に
よ
っ
て
ど
の
く
ら
い

財
政
に
余
裕
が
出
る
の
か

は
、
私
に
は
見
当
も
つ
き

ま
せ
ん
。し
か
し
、
今
の
日

本
で
は
、
税
金
の
使
い
道

や
、
税
金
が
国
民
に
わ
か
り

や
す
く
還
元
さ
れ
る
よ
う

な
仕
組
み
が
主
張
さ
れ
て

お
ら
ず
不
透
明
な
ま
ま
で

す
。だ
か
ら
、
税
を
自
分
と

は
遠
い
も
の
だ
と
思
っ
て

し
ま
っ
た
り
、
関
心
が
無
く

な
っ
て
し
ま
う
の
だ
と
私

は
思
い
ま
す
。

　

税
金
は
、
国
民
の
生
活
を

豊
か
に
す
る
も
の
で
あ
り
、

納
税
の
義
務
が
あ
る
私
達

は
、
自
分
の
こ
と
と
し
て
と

ら
え
、
関
心
を
持
つ
こ
と
が

重
要
だ
と
い
う
こ
と
を
学

び
ま
し
た
。
こ
れ
か
ら
は
、

学
ん
だ
こ
と
を
活
か
し
て
、

税
へ
の
関
心
を
深
め
て
い

き
た
い
と
思
い
ま
し
た
。

交野市の優秀作品受賞者　（敬称略）
▷枚方税務署長賞＝住田知穂（一中 3年）
▷交野市長賞＝森本弥有里（二中 3年）
▷近畿納税貯蓄組合総連合会会長賞＝花田真希（二中 3年）
▷（公社）枚方納税協会会長賞＝中鋪遼乃（一中 3年）、木岡紗里衣（三中 3年）、
　　　　　　　　　　　　　　 清水進（創価中 3年）
▷枚方納税貯蓄組合連合会会長賞＝金田隆起（二中 3年）、瀧智代（四中 3年）

　税務署と納税貯蓄組合との共催で募集しました中学生の「税についての作文」は、枚方・
寝屋川・交野の 3市で 4,500 編を超える作文が寄せられ、各優秀作品が決まりました。
　表彰式は、12月 10 日（水）に枚方税務署で行われました。受賞した生徒のみなさんは、
次のとおりです。
問い合わせ　枚方税務署（℡  844･9521）

中学生の「税についての作文」優秀作品が決定！

交
野
市
長
賞
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市政のうごき市政のうごき

　

そ
も
そ
も
、
冒
頭
の

ア
ダ
ル
ト
サ
イ
ト
の

ケ
ー
ス
は
、
ワ
ン
ク
リ
ッ
ク
請

求
と
呼
ば
れ
る
も
の
で
、
契
約

は
成
立
し
て
お
ら
ず
、
消
費
者

の
支
払
い
義
務
は
な
い
と
考
え

ま
す
。
そ
う
し
た
も
の
に
、
企

業
調
査
が
必
要
か
と
当
セ
ン
タ

ー
か
ら
探
偵
業
者
に
説
明
を
求

め
る
と
、
相
談
者
へ
の
説
明
不

足
を
認
め
、
キ
ャ
ン
セ
ル
扱
い

と
な
り
ま
し
た
。

　

消
費
生
活
セ
ン

タ
ー
で
は
、
ワ
ン

ク
リ
ッ
ク
請
求
に
つ
い
て
は
記

録
を
取
り
、
業
者
へ
の
連
絡
は

控
え
、
様
子
を
見
る
よ
う
助
言

し
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
届
け
出
の
あ
る
正
規

の
探
偵
業
者
で
あ
っ
て
も
、
依

頼
者
に
代
わ
っ
て
請
求
業
者
と

の
解
約
交
渉
を
行
う
こ
と
は
で

き
ま
せ
ん
。

　

無
料
ア
ダ
ル
ト
サ
イ

ト
で
、
18
歳
以
上
の
表

示
を
押
し
た
と
た
ん
、
２
日
以

内
に
10
万
円
を
支
払
う
よ
う
に

と
の
画
面
が
出
ま
し
た
。困
っ

て
、
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
で
見
つ

け
た
探
偵
業
者
に
電
話
す
る

と
、「
任
せ
て
、
す
ぐ
動
く
」
と

言
う
の
で
、
フ
ァ
ク
ス
で
届
い

た
契
約
書
に
サ
イ
ン
を
し
て
送

り
返
し
ま
し
た
。

　

後
で
、
契
約
書
を
よ
く
読
む

と
「
企
業
調
査
」
と
な
っ
て
い

ま
し
た
。調
査
依
頼
の
つ
も
り

で
は
な
か
っ
た
の
で
、
キ
ャ
ン

セ
ル
を
し
た
い
の
で
す
が
。

Ｑ

Ａ助
言

消費者相談
～困った！ワンクリック請求で
探偵業者に電話したら…～

問 い合わせ　消費生活センター（ゆうゆ
うセンター1階、℡  891・5003）

交野ふるさと寄附

問い合わせ　行政経営室秘書担当
（℡  892・0121）

　
「
交
野
ふ
る
さ
と
寄
附
」
は
、
市

民
の
み
な
さ
ん
は
も
ち
ろ
ん
、
市

外
に
住
む
親
戚
や
友
人
、
交
野
が

好
き
な
人
、
ゆ
か
り
の
あ
る
人
な

ど
、
交
野
を
応
援
し
た
い
と
い
う

み
な
さ
ん
の
思
い
を
寄
附
と
い
う

形
で
表
し
て
い
た
だ
く
制
度
で

す
。

■
寄
附
金
の
使
い
道

　

①
奨
学
基
金
②
社
会
福
祉
事
業

基
金
③
地
域
保
全
整
備
基
金
④
都

市
の
緑
基
金
⑤
ふ
る
さ
と
創
生
桜

基
金
⑥
交
野
市
災
害
対
策
基
金
⑦

そ
の
他
（
指
定
が
な
い
場
合
は
、

市
全
般
の
事
業
に
使
う
財
源
と
な

り
ま
す
）

■ 

特
典
１
〈
所
得
税
・
個
人
住
民

税
の
減
額
〉

　

２
０
０
０
円
以
上
の
寄
附
を
し

て
い
た
だ
い
た
人
は
、
寄
附
金
控

除
と
し
て
所
得
税
や
個
人
住
民
税

が
一
定
の
計
算
式
の
も
と
減
額
さ

れ
ま
す
。

　

詳
し
く
は
、
税
務
室
市
民
税
係

に
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

■ 

特
典
２
〈
交
野
ふ
る
さ
と
特
産

品
の
贈
呈
〉

　

１
万
円
以
上
の
寄
附
を
し
て
い

た
だ
い
た
人
に
、
希
望
の
特
産
品

を
贈
呈
し
て
い
ま
す
。

３
０
０
０
円
相
当

▽ 

地
酒（
山
野
酒
造
）、夏
季
限
定
・

交
野
ぶ
ど
う
（
神
宮
寺
ぶ
ど
う

出
荷
組
合
）、
洋
菓
子
詰
め
合

わ
せ
（
ウ
グ
イ
ス
ヤ
）、
は
ち
み

つ
６
０
０
㌘
（
茨
木
養
蜂
園
）、

佃
煮
詰
め
合
わ
せ
（
昆
布
の
黄

金
屋
）、
交
野
市
の
歴
史
・
文

化
財
関
係
書
籍
、
日
本
茶
セ
ッ

ト
（
か
を
り
園
）、
コ
ー
ヒ
ー

セ
ッ
ト
（
か
を
り
園
）、
地
酒
・

純
米
酒
セ
ッ
ト（
大
門
酒
造
）

６
０
０
０
円
相
当

▽ 

地
酒（
山
野
酒
造
）＝
Ⓐ
大
吟

　

醸
か
Ⓑ
純
米
大
吟
醸

▽ 

地
酒（
大
門
酒
造
）＝
煌
き
セ
ッ

ト〈
大
吟
醸
と
純
米
大
吟
醸
〉

　

市
は
ふ
る
さ
と
特
産
品
と
し
て

お
店
の
品
物
や
食
事
券
、
割
引
券

を
募
集
し
て
い
ま
す
。

　

詳
し
く
は
、
お
問
い
合
わ
せ
く

だ
さ
い
。

寄附金額 特産品の取り扱い

 1 万円～
　2万円未満

3,000 円相当の特産
品をいずれか 1品

 2 万円以上

3,000 円相当の特産
品をいずれか 2 品、
または 6,000 円相当
の特産品をいずれか
1品

ふ
る
さ
と
特
産
品
を
募
集 ⒶⒷ
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